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一
瀬
明
連
盟
理
事
長
の
司
会
の
も
と
主

催
者
を
代
表
し
て
内
藤
敏
雄
会
長
が
「
緊

張
す
る
東
ア
ジ
ア
情
勢
か
ら
私
達
の
安
心

・
安
全
な
生
活
の
土
台
と
な
る
国
家
の
安

定
に
つ
い
て
考
え
る
べ
く
本
テ
ー
マ
を
設

定
し
た
」
と
開
催
の
主
旨
を
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
秋
山
成
二
副
理
事
長
か
ら
講
師
の

紹
介
が
さ
れ
早
速
講
演
に
入
っ
た
。

講
演
で
は

年
以
上
に
お
よ
ぶ
米
国
の
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シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
の
経
験
を
も
と
に
「
オ

バ
マ
政
権
の
東
ア
ジ
ア
政
策
の
布
陣
、
オ

バ
マ
政
権
の
東
ア
ジ
ア
政
策
、
米
国
の
日

米
同
盟
へ
の
見
方
、
日
本
は
今
後
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
」
な
ど
に
つ
い
て
ご
講
演
を

い
た
だ
い
た
。

質
疑
応
答
で
は
雨
宮
光
昌
先
生
、
跡
部

芳
彦
先
生
、
一
般
の
方
か
ら
普
天
間
問
題
、

憲
法
改
正
、
北
方
領
土
問
題
な
ど
の
質
問

が
出
た
。
こ
れ
に
対
し
渡
部
先
生
か
ら
日

本
の
安
全
保
障
上
日
米
同
盟
は
重
要
で
あ

る
が
、
日
本
自
身
の
防
衛
努
力
が
必
要
、

日
本
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
の
防
衛
費
は
少
な
い
。

日
本
の
核
武
装
は
割
高
の
上
、
軍
事
上
も

メ
リ
ッ
ト
が
少
な
い
。
憲
法
九
条
の
改
正

は
い
ず
れ
必
要
だ
が
改
正
の
た
め
の
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
た
め
現
状
の
憲
法
解
釈
で
十

分
対
応
で
き
る
。
北
方
領
土
に
つ
い
て
は

四
島
一
括
返
還
か
二
島
先
行
返
還
か
日
本

側
の
対
応
を
は
っ
き
り
し
て
交
渉
に
当
た

る
べ
き
。
ま
た
、
自
身
の
政
界
転
進
に
つ

い
て
は
、
民
主
党
は
同
一
選
挙
区
か
ら
の

世
襲
は
認
め
て
い
な
い
の
で
そ
の
意
志
は

な
い
が
、
他
党
、
他
地
域
か
ら
の
出
馬
に

つ
い
て
は
含
み
を
も
た
せ
た
。

現
在
の
日
本
お
よ
び
周
辺
諸
国
の
状
況

を
踏
ま
え
分
か
り
や
す
く
お
答
い
た
だ
き

大
変
有
意
義
な
時
局
講
演
会
で
あ
っ
た
。

時
局
講
演
会
開
催
さ
れ
る

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
一
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
甲
府

に
て
山
梨
県
歯
科
医
師
連
盟
主
催
時
局
講
演
会
「
米
国
の
東
ア
ジ
ア
戦
略−

尖
閣
衝
突
事

件
が
も
た
ら
し
た
も
の−

」
と
い
う
演
題
で
東
京
財
団
上
席
研
究
員
の
渡
部
恒
雄
先
生
に

ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
こ
の
講
演
は
歯
科
医
師
会
会
員
以
外
に
も
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
関

心
の
高
い
演
題
だ
け
に
一
般
の
方
も

名
程
が
来
場
さ
れ
会
員
も
含
め

名
以
上
の
方
が
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熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

一
瀬
明
連
盟
理
事
長
の
司
会
の
も
と
依
田

竹
雄
副
会
長
の
開
会
で
開
式
し
た
。
主
催
者

を
代
表
し
て
内
藤
敏
雄
会
長
よ
り
地
域
医
療

及
び
歯
科
医
師
会
が
進
め
る
各
種
事
業
に
高

い
ご
理
解
と
ご
尽
力
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に

感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
次
期
知

事
選
に
対
し
て
は
正
歯
会
お
よ
び
歯
科
医
師

連
盟
と
し
て
全
面
的
に
横
内
知
事
を
支
援
し

て
い
く
と
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
三
塚
憲
二
県
歯

会
長
が
挨
拶
さ
れ
た
。
歯
科
医
師
会
と
し
て

今
後
力
を
入
れ
て
い
く
在
宅
歯
科
診
療
の
拠

点
と
な
る
東
部
北
麓
地
域
へ
の
口
腔
保
健
セ

ン
タ
ー
の
建
設
、
ま
た
地
方
再
生
交
付
金
の

歯
科
分
野
へ
の
充
当
な
ど
歯
科
に
対
す
る
ご

高
配
に
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

来
賓
紹
介
の
後
、
横
内
知
事
よ
り
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
「
歯
の
健
康
が
全
身
の
健
康
に

つ
な
が
る
こ
と
を
、
ご
自
身

本
の
歯
が
健
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在
で
あ
る
こ
と
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
ご
披

露
さ
れ
、
今
後
も
歯
科
医
師
会
と
行
政
二
人

三
脚
で
県
民
の
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
知
事
と
の
対
話
と
し
て
田
中
隆
先

生
が
県
内
に
お
け
る
医
師
不
足
の
状
況
つ
い

て
質
問
さ
れ
た
。

知
事
の
回
答
「
奨
学
金
制
度
等
に
よ
り
地
域

へ
の
定
着
を
図
り
効
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
。

研
修
医
の
獲
得
に
も
大
学
と
協
働
し
他
県
で

の
取
り
組
み
も
参
考
に
医
師
不
足
に
対
応
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」。

そ
の
他
、
観
光
と
地
域
活
性
化
な
ど
へ
の
質

問
に
も
現
在
の
状
況
、
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
頂
い
た
。

時
間
も
差
し
迫
り
、
角
野
賢
造
副
会
長
の

閉
会
に
よ
り
囲
む
会
は
閉
式
し
た
。
場
所
を

懇
親
会
場
に
移
し
小
屋
忠
嗣
先
生
の
ご
発
声

に
よ
り
乾
杯
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
安
居
尚
美
先
生
よ
り
知

事
へ
花
束
の
贈
呈
、
今
後
の
更
な
る
知
事
の

ご
活
躍
を
祈
念
し
て
鶴
田
好
幸
先
生
の
力
強

い
ご
発
声
で
万
歳
三
唱
を
お
こ
な
っ
た
。

懇
親
会
で
は
知
事
と
膝
を
交
え
た
意
見
交

換
、
記
念
写
真
を
撮
る
姿
も
見
ら
れ
盛
会
の

内
に
終
了
し
た
。

一
瀬
理
事
長
県
議
選
出
馬
へ

一
瀬
明
県
歯
連
理
事
長
は
平
成
二
十
二
年
十

一
月
二
十
五
日
開
催
さ
れ
た
県
歯
連
理
事
会
の

席
上
、
来
年
四
月
に
行
わ
れ
る
山
梨
県
議
会
議

員
選
挙
、
「
中
央
・
昭
和
」
選
挙
区
に
民
主
党

推
薦
で
出
馬
す
る
旨
を
表
明
し
た
。
そ
れ
を
受

け
て
理
事
会
で
は
一
瀬
理
事
長
を
県
歯
連
推
薦

と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
日

歯
連
に
も
推
薦
要
請
を
行
っ
た
。

現
在
、
「
中
央
・
中
巨
摩
（
昭
和
）
」
選
挙
区

は
定
員
が
二
名
で
現
職
の
河
西
敏
郎
氏
は
、
既

に
再
選
出
馬
を
表
明
し
て
お
り
、
河
西
・
一
瀬

両
氏
の
他
に
立
候
補
者
が
出
て
く
る
の
か
が
注

目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
県
歯
連
と
し
て
は

一
瀬
理
事
長
を
支
援
し
て
い
く
方
針
で
あ
り
ま

す
。一

瀬
理
事
長
立
候
補
の
抱
負

立
候
補
の
挨
拶

今
回
、
山
梨
県
会
議
員
選
挙
に
、
立
候
補
を

す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
選
挙
区
は
、
中

央
市
（
旧
田
富
、
玉
穂
町
、
豊
富
村
）
昭
和
町

で
す
。

私
が
議
員
に
な
ろ
う
と
し
た
の
は
、

年
前
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に
、
地
域
の
中
で
起
こ
っ
た
、
産
業
廃
棄
物
処

理
場
問
題
に
委
員
長
と
し
て
三
年
余
り
取
り
組

み
、
住
民
が
一
致
団
結
し
て
、
勝
利
を
勝
ち
取

っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

と
き
、
行
政
は
、
住
民
の
味
方
に
は
な
っ
て
く

れ
ず
、
逆
に
、
計
画
を
進
め
る
こ
と
を
し
て
き

ま
し
た
。
地
域
の
中
で
、
頼
り
に
な
る
議
員
が

い
れ
ば
、
こ
ん
な
問
題
も
起
こ
ら
ず
、
私
た
ち

の
運
動
も
も
っ
と
や
り
や
す
か
っ
た
と
痛
切
に

感
じ
ま
し
た
。
地
域
の
住
民
か
ら
、
推
さ
れ
る

形
で
、
議
員
に
な
り
、
診
療
を
し
な
が
ら
議
会

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
診
療
を
続
け
、
医
療
の
現
場

の
声
を
県
政
に
届
け
る
よ
う
努
力
し
、
歯
科
医

師
会
と
県
政
と
の
パ
イ
プ
役
を
め
ざ
し
ま
す
の

で
会
員
の
皆
様
の
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

正
歯
会

横
内
知
事
を
囲
む
会
を
開
催

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
日
（
土
）

ア
ピ
オ
甲
府
に
お
い
て
「
正
歯
会
」
横

内
知
事
を
囲
む
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日

は

名
以
上
の
歯
科
医
師
会
会
員
及
び
技

50
工
士
連
盟
、
歯
科
衛
生
士
連
盟
、
歯
科
材

料
商
組
合
な
ど
関
係
各
団
体
の
方
々
が
集

ま
り
、
四
年
間
の
県
政
へ
の
取
り
組
み
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
知
事
の
お
話
を
伺

う
と
と
も
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。
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